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1.  平成26年3月期第2四半期の業績（平成25年4月1日～平成25年9月30日）

当社は、平成25年３月期第２四半期は連結業績を開示しておりましたが、第１四半期より非連結での業績を開示しております。そのため、平成25年３月期第２四
半期の実績及び対前年同四半期増減率は記載しておりません。

(2) 財政状態

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第2四半期 4,044 ― 116 ― 130 ― 183 ―
25年3月期第2四半期 ― ― ― ― ― ― ― ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年3月期第2四半期 49.84 ―
25年3月期第2四半期 ― ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年3月期第2四半期 4,627 1,452 31.4 394.25
25年3月期 4,407 1,286 29.2 349.35
（参考） 自己資本 26年3月期第2四半期 1,452百万円 25年3月期 1,286百万円

2.  配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― 0.00 ― 5.00 5.00
26年3月期 ― 0.00
26年3月期（予想） ― 8.00 8.00

3. 平成26年 3月期の業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日）
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 9,000 ― 440 ― 450 ― 449 ― 121.89



(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変
更の有無となります。

(3) 発行済株式数（普通株式）

※  注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
② ①以外の会計方針の変更 ： 有
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期2Q 4,015,585 株 25年3月期 4,015,585 株
② 期末自己株式数 26年3月期2Q 332,093 株 25年3月期 332,048 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期2Q 3,683,532 株 25年3月期2Q 3,683,537 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続の対象外ではありますが、この四半期決算短信の開示時点において、金融商
品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続を実施しております。

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期
決算短信（添付資料）２ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。
当社は、前第２四半期連結累計期間では四半期連結財務諸表を開示しておりましたが、平成25年４月１日を効力発生日とした連結子会社（株式会社イマージ
ュ）の吸収合併により、連結対象会社が存在しなくなったため、第１四半期会計期間より四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１.当四半期の業績等に関する定性的情報 

(1)経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策のもと、緩やかな景気の回復傾向が

見られたものの、海外での景気の下振れリスクなどにより、先行き不透明な状況で推移しました。 

広告業界におきましては、企業における広告活動は緩やかな回復傾向が見られ、印刷業界におきま

しては、電子書籍やインターネット広告の影響により、紙媒体の需要が減少している中で、企業間競

争の激化による単価下落、洋紙や電気料金の値上げなど、厳しい経営環境で推移いたしております。 

このような状況の中、当社といたしましては、平成 25 年４月１日に連結子会社であった株式会社イ

マージュを吸収合併し、営業活動の一本化、生産効率向上の実現、全社費用の軽減を目指すことによ

り、経営効率の向上を図ることといたしました。 

営業面におきましては、事業所間の連携を強めることにより、営業活動の一本化を図ってまいりま

した。また、折込広告を主体とした、あらゆる販売促進活動の企画、提案をすることで、受注獲得を

目指してまいりました。 

生産面におきましては、合併による組織の見直しを行うことにより、新たな人員配置による作業効

率の向上、合理的な場所での仕入や製作により、生産性の向上を目指してまいりました。 

以上の結果から、当第２四半期累計期間の業績は、売上高は 40 億 44 百万円、営業利益は１億 16

百万円、経常利益は１億 30 百万円、四半期純利益は 1億 83 百万円となりました。 

なお、当社は、前第２四半期累計期間では四半期連結財務諸表を開示しておりましたが、平成 25

年４月１日を効力発生日とした連結子会社（株式会社イマージュ）の吸収合併により、連結対象会社

が存在しなくなったため、第１四半期会計期間より四半期連結財務諸表を作成しておりません。 

このため、前年同四半期との比較は行っておりません。また、第１四半期会計期間から当社の報告

セグメントは単一となるここから、報告セグメントの記載を省略しております。 

 

(2)財政状態に関する定性的情報 

（流動資産） 

当第２四半期会計期間末における流動資産の残高は、25 億 15 百万円となりました。その主な要

因といたしましては、前事業年度末と比べ現金及び預金が 54 百万円、受取手形及び売掛金が１億

41 百万円、仕掛品が 58 百万円増加し、未収入金が 81 百万円減少したことによるものであります。 

（固定資産） 

当第２四半期会計期間末における固定資産の残高は、21 億 11 百万円となりました。その主な要

因といたしましては、前事業年度末と比べ有形固定資産が２億 97 百万円増加したことによるもので

あります。 

（流動負債） 

当第２四半期会計期間末における流動負債の残高は、22 億 16 百万円となりました。その主な要

因といたしましては、前事業年度末と比べ支払手形及び買掛金が 31 百万円増加したことによるもの

であります。 

（固定負債） 

当第２四半期会計期間末における固定負債の残高は、9億 58 百万円となりました。その主な要因

といたしましては、前事業年度末と比べ退職給付引当金が 83 百万円増加、社債が 60 百万円減少し

たことによるものであります。 

（純資産） 

当第２四半期会計期間末における純資産の残高は、14 億 52 百万円となりました。その主な要因

といたしましては、前事業年度末と比べ利益剰余金が１億 65 百万円増加したことによるものであり

ます。 

 

(3)業績予想に関する定性的情報 

業績予想につきましては、平成 25 年 5 月 15 日公表いたしました通期の業績予想に変更はありませ

ん。 
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２．サマリー情報（その他）に関する事項 

(1) 当四半期累計期間における重要な子会社の移動 

平成 24 年９月 27 日開催の取締役会決議に基づき、当社の 100％出資連結子会社である株式会社イマー

ジュ（吸収合併消滅会社）を平成 25 年４月１日付けで吸収合併いたしました。 

 

(2)四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

(3)会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（企業結合に関する会計基準の適用） 

第１四半期会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第 21 号 平成 20 年 12 月 26

日）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第 10

号 平成 20 年 12 月 26 日）を適用しております。 
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３．四半期財務諸表
（１）四半期貸借対照表

（単位：千円）

前事業年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 760,566 815,420

受取手形及び売掛金 1,070,404 1,211,646

有価証券 13,919 14,991

商品及び製品 10,598 46,930

仕掛品 65,803 124,438

原材料及び貯蔵品 87,696 82,697

未収入金 234,719 152,728

その他 257,042 69,622

貸倒引当金 △1,367 △2,733

流動資産合計 2,499,381 2,515,742

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 332,044 508,132

土地 789,169 907,360

その他（純額） 84,396 87,309

有形固定資産合計 1,205,609 1,502,801

無形固定資産

その他 77,600 84,891

無形固定資産合計 77,600 84,891

投資その他の資産

投資有価証券 452,328 450,320

破産更生債権等 787,699 788,208

その他 172,913 73,489

貸倒引当金 △787,699 △788,208

投資その他の資産合計 625,241 523,809

固定資産合計 1,908,451 2,111,502

資産合計 4,407,833 4,627,244

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,038,145 1,069,396

短期借入金 689,400 689,200

未払法人税等 99,089 53,527

賞与引当金 67,000 91,000

訴訟損失引当金 － 5,000

その他 280,100 308,398

流動負債合計 2,173,736 2,216,522

固定負債

社債 240,000 180,000
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（単位：千円）

前事業年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成25年９月30日)

退職給付引当金 472,694 556,333

その他 234,542 222,190

固定負債合計 947,237 958,523

負債合計 3,120,973 3,175,046

純資産の部

株主資本

資本金 434,319 434,319

資本剰余金 425,177 425,177

利益剰余金 1,098,648 1,263,824

自己株式 △259,756 △259,773

株主資本合計 1,698,389 1,863,547

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 138,664 138,845

土地再評価差額金 △550,194 △550,194

評価・換算差額等合計 △411,529 △411,349

純資産合計 1,286,859 1,452,198

負債純資産合計 4,407,833 4,627,244
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（２）四半期損益計算書
第２四半期累計期間

（単位：千円）

当第２四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

売上高 4,044,516

売上原価 3,142,579

売上総利益 901,936

販売費及び一般管理費

給料及び手当 263,779

賞与引当金繰入額 31,205

退職給付費用 7,276

その他 483,444

販売費及び一般管理費合計 785,706

営業利益 116,230

営業外収益

受取利息 1,269

受取配当金 4,187

受取家賃 4,168

作業くず売却益 10,196

その他 4,378

営業外収益合計 24,199

営業外費用

支払利息 9,872

その他 99

営業外費用合計 9,972

経常利益 130,457

特別利益

受取補填金 7,187

抱合せ株式消滅差益 93,703

特別利益合計 100,890

特別損失

固定資産除却損 1,431

訴訟損失引当金繰入額 5,000

特別損失合計 6,431

税引前四半期純利益 224,917

法人税、住民税及び事業税 45,500

法人税等調整額 △4,175

法人税等合計 41,324

四半期純利益 183,593
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円）

当第２四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 224,917

減価償却費 37,983

貸倒引当金の増減額（△は減少） △99

賞与引当金の増減額（△は減少） 8,600

訴訟損失引当金の増減額（△は減少） 5,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） 9,102

受取利息及び受取配当金 △5,456

支払利息 9,872

抱合せ株式消滅差益 △93,703

固定資産除却損 1,431

売上債権の増減額（△は増加） 130,498

たな卸資産の増減額（△は増加） △26,308

仕入債務の増減額（△は減少） △91,613

その他 35,048

小計 245,272

利息及び配当金の受取額 5,456

利息の支払額 △9,800

受取補填金 7,187

法人税等の支払額 △87,625

営業活動によるキャッシュ・フロー 160,490

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形及び無形固定資産の取得による支出 △64,150

投資有価証券の取得による支出 △3,609

貸付金の回収による収入 1,325

その他 △1,568

投資活動によるキャッシュ・フロー △68,003

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △47,200

社債の償還による支出 △60,000

自己株式の取得による支出 △16

配当金の支払額 △18,300

財務活動によるキャッシュ・フロー △125,517

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △33,029

現金及び現金同等物の期首残高 863,442

現金及び現金同等物の四半期末残高 830,412
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(4)継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

(5)株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 

 

(6)セグメント情報 

当第２四半期累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日）  

第１四半期会計期間から初めて四半期財務諸表を作成しているため、前第２四半期累計期間のセ

グメント情報等につきましては記載をしておりません。 
 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

該当事項はありません。 

 

２．報告セグメントごとの資産に関する情報 

該当事項はありません。 

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項 

当社は、前連結会計年度において、「広告宣伝事業」、「販売促進・エンターテイメント事業」

の２つを報告セグメントとして開示しておりましたが。第１四半期会計期間から、株式会社イ

マージュ（旧連結子会社）の吸収合併に伴い、報告セグメントを単一の報告セグメントに変更

いたしました。 

当社は、組織を一本化することで、効率的な人員を配置し、より機動的な体制を実現するこ

とを目的として、第１四半期会計期間の期首において株式会社イマージュを吸収合併しました。 

これにより、「広告宣伝事業」、「販売促進・エンターテイメント事業」を有機的一体として

機能する単一の事業体と認識し、一事業として取締役会における経営資源の配分の決定及び業

績を評価することとしております。 

従って、当社の報告セグメントは単一となることから、第１四半期会計期間から、報告セグ

メントの記載を省略しております。 

 

(7)重要な後発事象 

該当事項はありません。 

 

                                       以   上 
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